
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
お
け
る
強
迫
（viole

n
ce

）
の
概
念

│
│
絶
対
的
強
迫
（

）
と
強
制
的
強
迫
（

）
の
区
別
に
関
連
し
て
│
│

前

田

美

千

代

一

は
じ
め
に

二

強
迫
（viole

n
ce

）
概
念
の
限
界

三

決
定
的
か
つ
違
法
な
強
迫

四

結
び
に
代
え
て

一

は
じ
め
に

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
民
法
典
が
、
わ
が
国
の
場
合
と
同
様
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
な
民
法
典
を
継
受
し
て
立
法
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
比
較
法
学
や
個
々
の
先
行
業
績
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
そ
の
歴
史
的
必
然
で
あ
っ
た
ス
ペ
イ

ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
古
法
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上
に
影
響
を
与
え
た
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
で
あ
る
。
た
だ
し
、
フ
ラ
ン
ス
民

法
の
採
択
（ad

o
p
cio
´

n

）
で
あ
る
の
か
改
作
（ad

a
ptacio

´
n

）
で
あ
る
の
か
、
つ
ま
り
、
そ
の
影
響
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
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法
典
化
の
時
期
な
ど
に
よ
り
異
な
る
。

例
え
ば
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
民
法
の
場
合
に
、

第
三
者
の
強
迫

の
規
定
を

第
三
者
の
詐
欺

の
規
定
に
す
べ
て
準
用
し
た
起

草
者
ベ
レ
ス
（D

al
m
acio

V
e
´
lez

S
arsfield

）
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
法
学
に
依
拠
し
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
内
の
諸
学
説
が
集
中
砲
火

を
浴
び
せ
な
が
ら
も
、
最
終
的
に
は
同
立
法
が
同
国
に
お
い
て
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
、
先
に
公
表
し
た
論
文
に
お
い

て
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
際
に
、
ベ
レ
ス
の
主
た
る
論
拠
と
な
っ
た
の
が
、
ロ
ー
マ
法
以
来
の
絶
対
的
強
迫
（

）
と
強

制
的
強
迫
（

）
の
区
別
を
前
提
と
し
た
、
民
法
上
の
強
迫
概
念
の
区
分
〔
暴
力
（fu

erza

）
と
脅
し
（inti

m
id
a‑

cio
´

n

）〕
、
な
ら
び
に
、
そ
の
区
分
の
下
で
の
絶
対
的
強
迫
と
強
制
的
強
迫
の
各
概
念
に
お
け
る
役
割
分
担
の
明
確
化
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
詐
欺
で
は
被
害
者
が
騙
さ
れ
た
と
は
い
え
自
由
に
同
意
す
る
の
に
対
し
、
暴
行
〔
強
迫
〕
（viole

n
cia

）
は
同
意
（co

n
se

n‑

ti
m
ie
nto

）
か
ら
自
由
（lib

erta
d

）
を
取
り
払
う
と
い
う
点
に
つ
き
、

暴
行
〔
強
迫
〕
は
ま
た
厳
密
に
言
え
ば
自
由
を
取
り
払
わ

な
い
、
な
ぜ
な
ら
、
よ
り
大
き
な
害
悪
（m
al

m
a
y
or

）
を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
た
か
ら
で
あ
る

と
し
て
、
強
制
的
強
迫
は
、

強
制
さ
れ
た
と
は
い
え
被
害
者
〔
被
強
迫
者
〕
が
選
択
的
に
意
欲
し
て
同
意
し
た
場
合
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
そ
の
状
況
に
該

当
す
る
場
合
と
し
て
、

暴
力
（fu
erza

）

と
は
異
な
る
形
式
で
あ
る

脅
し
（inti

m
id
acio
´

n

）

を
考
慮
し
た
。

な
お
、
ス
ペ
イ
ン
民
法
お
よ
び
複
数
の
ス
ペ
イ
ン
語
圏
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
民
法
が
、
取
消
し
や
相
対
無
効
と
な
る
強
迫
を

暴
力
（viole

n
cia/

fu
erza

）

と

脅
し
（inti

m
id
acio
´

n/
m
ie
d
o

）

の
二
種
類
に
区
別
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
の
論
文
で

も
若
干
触
れ
て
い
る
。
ま
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
民
法
も
、
ス
ペ
イ
ン
系
の
民
法
と
は
異
な
る
形
式
で
は
あ
る
が
、
強
迫
を
二
段
階
に
区
別

す
る
。
こ
れ
ら
の
各
民
法
に
お
け
る
区
別
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
一
八
五
一
年
ス
ペ
イ
ン
民
法
草
案
〔
ゴ
イ
ェ
ナ
草
案
〕
九
九
〇
条

に
お
い
て
同
区
別
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
類
似
点
を
有
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
と
は
い
え
、
厳
密
に
は
、
各
現
行

法
に
お
け
る
他
の
同
意
瑕
疵
類
型
や
そ
の
第
三
者
保
護
規
定
の
あ
り
方
と
の
関
係
を
含
め
、
各
国
別
に
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
系
の
民
法
に
関
す
る
以
上
の
問
題
意
識
を
前
提
と
し
て
、
わ
が
国
の
民
法
を
含
め
、
一
種
類
の
強
迫
の
み
を
規
定
す
る
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多
く
の
民
法
典
の
強
迫
概
念
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
が
改
め
て
問
題
と
な
る
。

暴
力
（viole

n
cia/

fu
erza

）

と

脅

し
（inti

m
id
acio
´

n/
m
ie
d
o

）

の
区
別
が
存
在
し
な
い
の
は
、
い
ず
れ
か
一
方
し
か
規
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
、

そ
れ
と
も
、
一
種
類
の
強
迫
に
両
者
が
包
含
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
民
法
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
ブ
ラ
ジ
ル
民
法
で
は
一
種
類
の
強
迫
（co

aç
a
~

o

）
の
み
が
規
定
さ
れ
お
り
、

ま
た
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
法
典
化
に
対
し
フ
ラ
ン
ス
民
法
と
並
ぶ
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
チ
リ
民
法
で
も
、
一
種
類
の
強
迫

（viole
n
cia

）
の
み
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

以
上
よ
り
、
本
稿
で
は
、
一
種
類
の
強
迫
を
規
定
す
る
民
法
典
の
う
ち
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
法
典
化
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
ま

た
、
わ
が
国
と
共
通
の
母
法
国
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
を
素
材
と
し
て
、
絶
対
的
強
迫
と
強
制
的
強
迫
の
区
別
に
関

連
し
、
強
迫
概
念
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

フ
ラ
ン
ス
民
法
で
は
、
絶
対
的
強
迫
と
強
制
的
強
迫
と
い
う
名
称
で
は
な
く
、
身
体
的
強
迫
（viole

n
ce

p
h
y
siq

u
e

）
と
精
神
的

強
迫
（viole

n
ce

m
orale

）
の
区
別
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
民
法
上
の
強
迫
概
念
に
（
明
文
と
し
て
現
れ
な
い
）
二
つ

の
区
分
が
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
民
法
上
の
取
消
し
可
能
な
強
迫
に
対
し
て
、
判
例
に
よ
り
傍
論

で
は
あ
る
が
当
然
無
効
と
な
る
強
迫
の
存
在
が
認
め
ら
れ
て
い
る

）
。
確
か
に
法
律
効
果
と
の
関
係
も
重
要
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
本

稿
で
は
、
強
迫
概
念
上
の
区
別
の
存
在
を
前
提
に
、
同
区
別
が
ど
の
よ
う
な
基
準
に
基
づ
く
の
か
、
強
迫
法
理
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
点
を
中
心
に
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
す
る
。
な
お
、
同
じ
く
一
種
類
の
強
迫
を
規
定
す
る

ド
イ
ツ
民
法
お
よ
び
ブ
ラ
ジ
ル
民
法
の
強
迫
概
念
に
関
す
る
今
後
の
比
較
法
研
究
と
の
時
代
的
整
合
性
か
ら
、
本
稿
で
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
現
代
の
学
説
を
中
心
に
検
討
を
加
え
る
。

フランス民法における強迫（violence）の概念

455



二

強
迫
（viole

n
ce

）
概
念
の
限
界

1

viole
n
c
e

の
意
義

C
arb

o
n
nier

は
）

、
民
法
で
対
象
と
さ
れ
た
強
迫
（viole

n
ce

）
に
つ
い
て
、
そ
の
名
称
に
も
拘
ら
ず

）
、
有
形
力
の
行
使
（l

'
e
m‑

ploi
d
e
la

force

）
そ
の
も
の
を
指
す
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

強
迫
（viole

n
ce

）
は
、
詐
欺
（dol

）
と
同
様
、
そ
れ
自
体
が
同
意
の
瑕
疵
で
は
な
く
、
そ
れ
が
畏
怖
（crainte

）
の
原
因
と
な

っ
て
、
当
事
者
に
契
約
の
締
結
等
を
決
心
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
意
の
瑕
疵
を
引
き
起
こ
す
。
こ
う
し
て
、
同
意
を
変
容
さ
せ
る

実
際
の
瑕
疵
は
、
強
迫
（viole

n
ce

）
で
は
な
く
畏
怖
（crainte

）
で
あ
る
た
め

）
、
強
迫
と
い
う
用
語
よ
り
も
、
畏
怖
と
い
う
用
語

の
方
が
適
切
で
あ
る

）
。

以
上
を
前
提
に
、
次
の
よ
う
な
強
迫
の
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、M

arty
et

R
a
y
n
a
u
d

に
よ
れ
ば
、
強
迫
（viole

n
ce

）

と
は
、
強
い
ら
れ
た
同
意
（co

n
se

nte
m
e
nt

force
´

）
を
獲
得
す
る
目
的
で
、
契
約
当
事
者
に
対
し
て
行
使
さ
れ
た
強
制
（co

n‑

trainte

）
で
あ
る

）
。W

eill
et

T
erré

は
、
さ
ら
に
そ
の
方
法
を
付
加
し
て
、
強
迫
と
は
、
重
大
な
害
悪
（m

al
i
m
p
orta

nt

）
で
脅

す
こ
と
に
よ
り
、
契
約
締
結
を
強
い
る
た
め
に
、
被
害
者
の
意
思
に
対
し
て
行
使
さ
れ
た
強
制
で
あ
る
と
定
義
す
る

）
。
ま
た
、

L
arro

u
m
et

は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
上
、
強
迫
の
定
義
は
存
在
せ
ず
、
い
く
つ
か
の
規
定
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
定
義
が
導
か
れ

る
と
し
た
上
で
、
強
迫
と
は
、
被
害
者
に
抱
か
れ
た
畏
怖
が
な
け
れ
ば
締
結
し
な
か
っ
た
、
も
し
く
は
、
異
な
る
諸
条
件
で
締
結
し

て
い
た
契
約
の
締
結
を
決
心
さ
せ
る
た
め
の
、
被
害
者
に
対
す
る
違
法
な
強
制
の
行
使
を
想
定
す
る
同
意
の
瑕
疵
で
あ
る
と
定
義
す

る
）。

ゆ
え
に
、
強
迫
は
、
客
観
的
要
素
と
し
て
の
危
険
の
脅
し
（m

e
n
ace

d'
u
n
d
a
n
g
er

）、
な
ら
び
に
、
主
観
的
要
素
と
し
て
の

畏
怖
（crainte

）
か
ら
構
成
さ
れ
、
脅
し
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
同
意
の
自
由
の
欠
如
（de

´
fa
ut

d
e
lib

erte
´

d
u
co

n
se

nte
m
e
nt

）

に
よ
り
特
徴
づ
け
ら
れ
る

）
。
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2

身
体
的
強
迫
（viole

n
c
e
p
h
y
siq

u
e

）
と
精
神
的
強
迫
（viole

n
c
e
m
orale

）

㈠

民
法
上
の
強
迫
│
│
精
神
的
強
迫
へ
の
限
定
│
│

⑴

C
arb

o
n
nier

有
形
力
の
直
接
的
行
使
（em

ploi
direct

d
e
la

force

）、
す
な
わ
ち
、
身
体
的
強
迫
（viole

n
ce

）
が
存
在
し
た
場
合
、

例
え
ば
、
表
意
者
の
意
に
反
し
て
署
名
さ
せ
る
目
的
で
、
道
具
（in

str
u
m
e
nt

）
と
し
て
表
意
者
の
手
を
掴
む
場
合
、
同
意
（co

n‑

se
nte

m
e
nt

）
は
完
全
に
（ra

dicale
m
e
nt

）
欠
如
し
て
お
り
、
契
約
（le

pre
´
te
n
d
u
co

ntrat

）
は
不
存
在
（in

e
xista

nt

）
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
民
法
一
一
一
一
条
に
お
け
る
強
迫
（viole

n
ce

）
は
、
厳
密
に
言
え
ば
、
脅
し
の
行
使
（l

'
e
m
ploi

d
e
la

m
e
n
ace

）

で
あ
り
、
精
神
的
強
迫
（viole

n
ce

m
orale

）
と
呼
ば
れ
る
。
精
神
的
強
迫
は
、
意
思
に
圧
力
を
加
え
る
が
、
意
思
を
除
外
す
る
も

の
で
は
な
い
（

））
。
こ
の
場
合
の
強
迫
の
制
裁
は
、
契
約
の
相
対
無
効
（

）
で
あ

る
（
一
一
一
七
条
））
。

⑵

M
arty

et
R
a
y
n
a
u
d

強
迫
を
構
成
す
る
強
制
（co

ntrainte
co

n
stitutiv

e
d
e
viole

n
ce

）
は
、
例
え
ば
拷
問
を
加
え
ま
た
は
行
動
を
強
い
る
な
ど
、
同

意
を
強
要
し
た
い
当
事
者
に
対
し
現
実
に
害
悪
を
加
え
る
（inflig

er
actu

elle
m
e
nt

u
n
m
al

）
こ
と
か
ら
成
り
立
ち
得
る
。
こ
れ

は
身
体
的
強
制
（

）
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
あ
ま
り
現
実
的
で
は
な
い
が
、
契
約
す

る
と
い
う
意
思
（volo

nte
´

d
e
co

ntracter

）
が
本
当
に
存
在
し
た
と
は
明
ら
か
に
言
い
得
な
い
。
ゆ
え
に
、
同
意
の
瑕
疵
（vice

d
u
co

n
se

nte
m
e
nt

）
と
い
う
よ
り
、
同
意
の
不
存
在
（abse

n
ce

d
e
co

n
se

nte
m
e
nt

）
で
あ
る
。

よ
り
頻
度
が
高
い
の
は
、
契
約
す
る
こ
と
を
承
諾
し
な
け
れ
ば
害
悪
を
加
え
る
と
い
う
脅
し
（m

e
n
ace

d'
u
n
m
al

q
ui

sera
in‑

flig
e
´

）
の
結
果
た
る
強
迫
で
あ
り
、
精
神
的
強
制
（

）
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
場
合
に
被
害
者
が
さ
ら
さ
れ
る
害
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悪
（m

al

）
は
、
身
体
的
（ph

y
siq

u
e

）・
金
銭
的
（pe

´
c
u
niaire

）
ま
た
は
精
神
的
（m
oral

）
で
あ
り
得
る
。
実
際
に
、
害
悪
は
、

死
の
脅
し
や
自
由
の
剥
奪
の
脅
し
で
あ
り
、
ま
た
、
財
産
に
対
す
る
脅
し
や
名
誉
・
評
判
に
対
す
る
脅
し
で
あ
る

）
。
こ
れ
ら
の
状
況

に
置
か
れ
た
被
害
者
は
、
そ
の
脅
し
の
実
現
を
避
け
る
た
め
に
お
そ
ら
く
承
諾
す
る
が
、
こ
う
し
て
被
害
者
を
駆
り
立
て
た
畏
怖

（crainte
）
が
そ
の
同
意
を
瑕
疵
化
す
る
。
身
体
的
・
財
産
的
ま
た
は
精
神
的
な
害
悪
（m

al
p
h
y
siq

u
e,

p
atri

m
o
nial

o
u
m
oral

）

も
、
現
実
の
害
悪
（m

al
actu

el

）
お
よ
び
将
来
の
害
悪
の
脅
し
（m

e
n
ace

d
e

m
al

futu
r

）
も
、
同
意
の
全
く
外
観
的
な
兆
候

（sig
n
e
p
u
re

m
e
nt

e
xte
´
rie

u
r
d
e
co

n
se

nte
m
e
nt

）
の
表
示
に
身
体
的
に
（ph

y
siq

u
e
m
e
nt

）
強
制
さ
れ
得
る
非
常
に
稀
な
場
合

を
別
と
し
て
、
強
迫
（viole

n
ce

）
は
常
に
心
理
的
な
効
果
（

）
を
有
す
る

）
。

同
意
の
瑕
疵
と
し
て
、
強
迫
は
契
約
の
無
効
を
も
た
ら
す
が
、
保
護
の
無
効
（nullite

´
d
e
protectio

n

）
で
あ
る
た
め
、
こ
の
場

合
の
無
効
は
相
対
的
で
あ
る
。
身
体
的
強
迫
の
場
合
に
は
、
同
意
を
完
全
に
除
外
す
る
た
め
、
絶
対
無
効
（nullite

´
a
bsolu

e

）
あ

る
い
は
不
存
在
（in

e
xiste

n
ce

）
と
な
る

）
。

⑶

G
a
u
d
e
m
et

G
a
u
d
e
m
et

は
、
身
体
的
強
制
（co

ntrainte
p
h
y
siq

u
e

）
の
例
と
し
て
、
表
意
者
の
手
を
捕
え
て
署
名
さ
せ
る
場
合
の
ほ
か
、

催
眠
状
態
（so

m
m
eil

h
y
p
n
otiq

u
e

）
に
あ
る
人
が
他
人
に
約
束
を
提
案
す
る
場
合
を
挙
げ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
同
意
（co

n‑

se
nte

m
e
nt

）
は
何
ら
存
在
し
な
い
。
手
を
掴
ま
れ
て
署
名
し
た
者
も
、
催
眠
状
態
で
約
束
し
た
者
も
、
無
抵
抗
か
つ
無
気
力
の
道

具
（in

str
u
m
e
nt

p
assif

et
sa

n
s
v
olo

nte
´

）
と
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
契
約
は
当
然
無
効
（nullite

´
ra
dicale

）
に
よ
り

制
裁
さ
れ
る
。
以
上
に
対
し
て
、
民
法
一
一
一
二
条
に
よ
り

多
大
か
つ
現
在
の
害
悪
（m

al
co

n
sid

e
´
ra
ble

et
pre
´
se

nt

）

で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
強
迫
（viole

n
ce

）
は
、
意
思
は
存
在
す
る
が
瑕
疵
化
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
無
効
は
、
相
対

無
効
（nullite

´
relativ

e

）
に
す
ぎ
な
い

）
。

⑷

M
azea

u
d
et

C
h
a
b
as
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M
azea

u
d
et

C
h
a
b
as

は
、
身
体
的
強
迫
（

）
と
し
て
、
署
名
者
の
手
を
掴
む
場
合
の
ほ
か
、
催
眠
（l

'
h
y
p‑

n
ose

）
も
し
く
は
完
全
な
酩
酊
（l

'
ivresse

totale

）
の
下
で
実
現
さ
れ
る
行
為
を
列
挙
す
る
。
こ
れ
ら
の
法
律
行
為
は
、
意
思

（volo
nte
´

）
を
奪
わ
れ
る
結
果
、
本
質
的
要
素
（e

´
le
´

m
e
nt

esse
ntiel

）
で
あ
る
同
意
（co

n
se

nte
m
e
nt

）
を
欠
き
、
絶
対
無
効

（nullite
´

a
bsolu

e

）
ま
た
は
不
存
在
（in

e
xista

nt

）
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
精
神
的
強
迫
（

）
は
、
暴
力
行

為
（voies

d
e
fait

）
に
よ
る
場
合
も
、
精
神
的
な
圧
迫
（pressio

n
m
orale

）
に
よ
る
場
合
も
あ
り
得
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
意
思

（volo
nte
´

）
を
存
続
さ
せ
る
。
確
か
に
、
被
害
者
は
、
恐
れ
を
抱
く
害
悪
（m

al

）
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
し
か
、
契
約
す
る
こ
と
を

承
諾
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
承
諾
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
同
意
は
存
在
す
る
が
瑕
疵
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
契

約
は
相
対
無
効
（nullite

´
relativ

e
）
と
な
る

）
。

⑸

Starc
k,

R
ola

n
d
et

B
o
y
er

厳
密
な
意
味
に
お
け
る
身
体
的
強
制
（co

ntrainte
p
h
y
siq

u
e

）
は
、
同
意
の
瑕
疵
（vices

d
u
co

n
se

nte
m
e
nt

）
に
属
さ
な
い
。

契
約
が
拷
問
下
（so

u
s
la

tortu
re

）
で
締
結
さ
れ
た
場
合
や
署
名
さ
せ
る
た
め
に
契
約
当
事
者
の
手
を
力
ず
く
で
掴
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
場
合
、
意
思
は
全
く
の
仮
装
（to

ute
fictiv

e

）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
意
の
完
全
な
欠
如
〔
不
存
在
〕
（ab‑

se
n
ce

totale
d
e
co

n
se

nte
m
e
nt

）
で
あ
る

）
。

結
局
、
精
神
的
強
制
（co

ntrainte
m
orale

）
を
通
じ
て
し
か
同
意
の
瑕
疵
た
る
強
迫
は
存
在
せ
ず
、
こ
の
精
神
的
強
制
は
、
そ

の
目
的
・
強
迫
者
お
よ
び
名
宛
人
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
脅
し
（m

e
n
aces

）
に
お
い
て
分
析
さ
れ
る

）
。

⑹

M
ala

urie
et

A
y
n
e`s

無
理
や
り
手
を
と
ら
れ
て
、
そ
の
強
制
下
で
一
定
金
額
を
支
払
う
約
束
に
署
名
す
る
場
合
、
自
由
意
思
は
存
在
せ
ず
、
有
効
な
行

為
も
存
在
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
借
主
が
完
全
に
自
由
で
は
な
い
と
い
う
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
強
迫
の
下
で
あ
っ
て
も
、
有

効
に
意
欲
す
る
（

）
場
合
で
あ
り
、
こ
の
ロ
ー
マ
法
以
来
の
区
別
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
も
見
出
さ
れ
る

）
。
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⑺

Flo
ur,

A
u
b
ert

et
S
a
v
a
u
x

手
を
掴
ん
で
署
名
を
強
要
す
る
場
合
を
典
型
例
と
す
る
、
専
ら
物
理
的
な
強
迫
（viole

n
ce

p
u
re

m
e
nt

m
ate
´
rielle

）
は
民
法
上

考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
場
合
、
意
思
は
全
く
表
面
的
で
あ
り
、
ゆ
え
に
同
意
の
完
全
な
欠
如
〔
不
存
在
〕
（abse

n
ce

totale
d
e

co
n
se

nte
m
e
nt

）
と
な
る
。
民
法
で
は
、
意
思
に
影
響
を
与
え
る
強
迫
し
か
考
慮
し
な
い
。
被
害
者
は
、
よ
り
大
き
な
勇
気
（un

plu
s
g
ra

n
d
co

u
ra

g
e

）
が
あ
れ
ば
、
そ
の
同
意
を
拒
絶
し
得
た
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
被
害
者
は
、
二
つ
の
害
悪
の
う
ち
熟
考

の
上
で
よ
り
小
さ
い
害
悪
を
選
択
し
、
彼
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
脅
し
（m

e
n
aces

）
か
ら
逃
れ
る
た
め
契
約
を
承
諾
し
た
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
自
由
な
意
思
に
基
づ
く
承
諾
で
は
な
い
。
以
上
の
意
味
で
、
同
意
の
瑕
疵
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
強
迫
は
、
常

に
精
神
的
強
迫
（

）
で
あ
る

）
。

㈡

身
体
的
強
迫
・
精
神
的
強
迫
の
統
一
的
な
取
扱
い

⑴

W
eill

et
T
erré

フ
ラ
ン
ス
民
法
一
一
一
一
条
か
ら
一
一
一
五
条
で
は
、
相
対
無
効
（nullite

´
relativ

e

）
に
よ
り
制
裁
を
受
け
る
、
同
意
の
瑕
疵

と
し
て
の
強
迫
し
か
取
り
扱
わ
な
い
。
こ
れ
は
一
般
に
、
精
神
的
強
迫
（viole

n
ce

m
orale

）
と
呼
ば
れ
、
義
務
の
負
担
を
強
制
す

る
た
め
に
、
表
意
者
に
向
け
ら
れ
た
脅
し
（m

e
n
ace

）
や
拷
問
（tortu

re

）
に
よ
り
行
わ
れ
る
強
迫
で
あ
る
。
契
約
者
は
、
自
分

が
恐
れ
る
害
悪
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
恐
れ
（pe

u
r

）
や
苦
悩
（so

uffra
n
ce

）
の
下
で
同
意
す
る
が
、
そ
れ
で
も
同
意
を
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
身
体
的
強
迫
と
は
、
例
え
ば
、
署
名
さ
せ
る
た
め
に
、
表
意
者
の
意
思
を
麻
薬
で
支
配
し
た
り
、
無
理
や
り

表
意
者
の
手
を
誘
導
す
る
な
ど
、
表
意
者
の
意
思
を
消
滅
さ
せ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
同
意
の
瑕
疵
（vice

）
で
は
な

く
同
意
の
不
存
在
（abse

n
ce

）
で
あ
り
、
ゆ
え
に
、
絶
対
無
効
（nullite

´
a
bsolu

e

）
に
よ
り
制
裁
を
受
け
る

）
。
し
か
し
、W

eill

et
T
erré

は
、
こ
の
よ
う
な
効
果
上
の
区
別
に
反
対
し
、
精
神
的
強
迫
の
場
合
と
身
体
的
強
迫
の
場
合
を
同
列
に
置
く
べ
き
で
あ

る
と
論
じ
る
。
無
効
訴
権
（l

'
actio

n
e
n
n
ullite

´

）
の
行
使
を
強
迫
被
害
者
の
み
に
留
保
す
る
た
め
、
無
効
理
論
の
枠
内
に
お
い
て
、
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精
神
的
強
迫
と
身
体
的
強
迫
を
同
視
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
と
す
る

）
。

⑵
L
arro

u
m
et

そ
も
そ
も
強
迫
と
は
、
あ
る
人
に
よ
る
他
人
に
対
す
る
一
定
の
強
制
の
行
使
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
当
該
強
制
の
性
質
に
関
し

て
、
身
体
的
強
制
（co

ntrainte
p
h
y
siq

u
e

）
と
精
神
的
強
制
（co
ntrainte

m
orale

）
を
区
別
す
べ
き
理
由
は
存
在
し
な
い
。
確

か
に
、
同
意
の
瑕
疵
（vice

d
u
co

n
se

nte
m
e
nt

）
し
か
引
き
起
こ
さ
な
い
精
神
的
強
迫
（viole

n
ce

m
orale

）
と
異
な
っ
て
、
身
体

的
強
迫
（viole

n
ce

p
h
y
siq

u
e

）
か
ら
は
同
意
の
完
全
な
不
存
在
（abse

n
ce

totale
d
e
co

n
se

nte
m
e
nt

）
と
い
う
状
況
が
起
こ
り
、

絶
対
無
効
（nullite

´
a
bsolu

e
）
に
よ
り
制
裁
さ
れ
る
と
の
主
張
が
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
概
念
的
区
別
は
認
容
さ
れ

る
べ
き
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
同
意
の
不
存
在
は
相
対
無
効
（nullite

´
relativ

e

）
に
よ
り
制
裁
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
の
み
な
ら
ず
、
身
体
的
強
迫
に
お
い
て
も
精
神
的
強
迫
に
お
い
て
も
、
傷
つ
け
ら
れ
た
の
は
同
意
の
自
由
（lib

erte
´

d
u
co

n‑

se
nte

m
e
nt

）
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
精
神
病
者
や
高
齢
者
の
場
合
と
同
様
に
、
強
迫
（viole

n
ce

）
の
場
合
、
不
存
在
の

同
意
と
自
由
で
な
い
同
意
の
区
別
は
存
在
し
な
い
。
結
局
、
強
制
は
、
同
時
に
身
体
的
お
よ
び
精
神
的
で
あ
り
得
る

）
。

⑶

B
é
n
a
b
e
nt

強
迫
（viole

n
ce

）
と
は
、
直
接
の
身
体
的
強
迫
（viole

n
ce

p
h
y
siq

u
e
directe

）
に
よ
ろ
う
と
、
よ
り
一
般
に
脅
し
（m

e
n‑

aces

）
に
よ
ろ
う
と
、
契
約
者
を
契
約
す
る
こ
と
に
強
制
す
る
あ
ら
ゆ
る
行
動
の
こ
と
で
あ
る
〔
精
神
的
強
迫
（viole

n
ce

m
o‑

rale

）〕）
。
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三

決
定
的
か
つ
違
法
な
強
迫

1

害
悪
に
つ
い
て
│
│
多
大
か
つ
現
在
の
害
悪
（m

al
c
o
n
sid

e
´
ra

ble
et

pre
´

s
e
nt

）
│
│

㈠

多
大
な
害
悪

強
迫
は
、
錯
誤
や
詐
欺
と
並
ぶ
同
意
の
瑕
疵
と
し
て
、
そ
れ
が
被
害
者
に
契
約
す
る
こ
と
を
決
心
さ
せ
る
場
合
に
の
み
、
契
約
の

無
効
を
も
た
ら
す
。
こ
の
場
合
の
畏
怖
（crainte

）
は
、
強
迫
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
契
約
は
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
え
る
程
度
の

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）
。

畏
怖
の
強
度
（gra

vite
´

d
e
la

crainte

）
に
関
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
一
一
二
条
が
そ
の
評
価
基
準
に
つ
い
て
定
め
て
い
る

）
。

本
条
で
は
二
つ
の
基
準
が
示
さ
れ
て
お
り
、
一
項
に
お
い
て
は
、
中
位
に
威
圧
さ
れ
得
る
不
特
定
の
契
約
当
事
者
（

co
ntrac‑

ta
nt

m
o
y
e
n
n
e
m
e
nt

i
m
pressio

n
n
a
ble

）
と
し
て
想
定
さ
れ
る

通
常
人
（perso

n
n
e
raiso

n
n
a
ble

）

を
基
準
に
、
抽
象
的
・

一
般
的
に
評
価
さ
れ
、
二
項
に
お
い
て
は
、
反
対
に
、
強
迫
を
受
け
た
特
定
の
契
約
当
事
者
（

co
ntracta

nt

）
に
つ
き
、
そ
の
年

齢
・
性
別
お
よ
び
諸
条
件
を
考
慮
し
て
、
具
体
的
・
個
別
的
に
評
価
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
見
相
互
に
矛
盾
す
る
二
つ
の
基
準

は
、
前
者
が
ロ
ー
マ
法
の
沿
革
を
そ
の
理
由
と
す
る
の
に
対
し
て

）
、
後
者
は
ロ
ー
マ
法
の
基
準
が
厳
し
す
ぎ
る
と
のD

o
m
at

や

P
othier

の
批
判
に
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
起
草
者
が
追
随
し
た
結
果
で
あ
る
。

G
a
u
d
e
m
et

に
よ
れ
ば
、
一
項
に
お
い
て
、
強
迫
が
契
約
を
無
効
に
し
得
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
強
度
の
最
大
限
〔
極
限
〕
（le

m
a
xi

m
u
m
d'
inte

n
site
´

）
が
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
被
害
者
が
並
外
れ
た
力
（e

´
n
er
gie

e
x
ce

ptio
n
n
elle

）
を
有
す
る
場
合
で
も
、

強
迫
が
通
常
人
の
男
性
（ho

m
m
e
ordin

aire

）
を
威
圧
し
得
る
程
度
の
も
の
で
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
項
は
、
常
に

充
足
的
な
強
度
（de

g
re
´

d'
inte

n
site
´

）
が
、
必
然
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
付
加
す
る
。
つ
ま
り
、
通
常
人
の
男
性
に
対
し
て
影
響

の
な
い
畏
怖
は
、
女
性
・
高
齢
者
お
よ
び
病
者
に
対
し
て
は
決
定
的
な
重
要
性
を
与
え
得
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
強
迫
が
同
条
一
項
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で
定
め
ら
れ
た
最
低
限
に
達
し
な
く
て
も
、
契
約
は
無
効
に
さ
れ
得
る
。
こ
れ
は
、
ロ
ー
マ
法
理
論
に
対
す
る
新
た
な
前
進
で
あ
り
、

そ
れ
だ
け
人
間
的
に
な
り
緩
和
さ
れ
る

）
。

M
azea

u
d
et

C
h
a
b
as

は
、
被
害
者
に
と
っ
て
、
強
迫
が
通
常
人
た
る
契
約
者
を
決
心
さ
せ
た
こ
と
を
証
明
す
る
の
が
重
要
で

あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
証
明
に
成
功
し
な
い
場
合
に
は
、
当
該
強
迫
が
彼
〔
契
約
者
〕
自
身
を
個
人
的
に
決
心
さ
せ
た
こ
と
を
証
明
す

る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
一
一
二
条
で
は
、
重
畳
的
に
、
抽
象
的
か
つ
具
体
的
な
二
重
の
評
価
を
可
能
に
し
て
い
る

）
。

一
一
一
二
条
一
項
・
二
項
の
関
係
に
つ
い
て
理
論
的
に
説
明
す
る
の
は
、Flo

ur,
A
u
b
ert

et
S
a
v
a
u
x

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
項
に
つ
い
て
は
、
フ
ォ
ー
ト
（

）
を
抑
圧
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
の
場
合
の
畏
怖
に
は
客
観
的
に
十
分
な
強
度
が
要
求

さ
れ
る
。
他
方
で
、
二
項
に
つ
い
て
は
、
同
意
の
自
由
（

d
u
co

n
se

nte
m
e
nt

）
を
保
護
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
主
観
的

か
つ
具
体
的
に
規
律
さ
れ
る

）
。

判
例
で
は
、
詐
欺
と
同
様
、
畏
怖
も
個
別
的
・
具
体
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る

）
。
言
い
換
え
れ
ば
、
無
効
を
主
張
す
る
者
が
、
実
際

に
（

）、
畏
怖
の
下
に
あ
っ
た
か
否
か
が
探
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）
。

以
上
よ
り
、
多
大
な
害
悪
（m

al
co

n
sid

e
´
ra
ble

）
と
い
う
表
現
は
、
脅
し
（m

e
n
ace

）
が
同
意
を
強
要
す
る
た
め
に
十
分
に
重

大
（gra

v
e

）
で
あ
っ
た
か
否
か
の
探
求
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
決
定
的
な
強
制
（co

ntrainte
d
e
´
ter

m
in
a
nte

）
の
概
念
を
示
す
も

の
で
あ
る

）
。
強
迫
も
同
意
の
瑕
疵
で
あ
る
以
上
、
錯
誤
や
詐
欺
と
同
様
に
、
同
意
を
決
定
づ
け
た
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
強
迫

が
決
定
的
（de
´
ter

m
in
a
nt

）
で
な
け
れ
ば
、
契
約
の
有
効
性
（validite

´
d
u
co

ntrat

）
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い

）
。
ゆ
え
に
、

強
迫
が
そ
の
被
害
者
を
威
圧
し
て
契
約
す
る
決
心
を
さ
せ
得
る
以
上
、
こ
の
強
迫
が
厳
密
に
何
か
ら
構
成
さ
れ
る
か
は
重
要
で
は
な

く
、
精
神
的
・
身
体
的
ま
た
は
財
産
的
な
害
悪
の
畏
怖
か
ら
生
じ
得
る

）
。

㈡

現
在
の
害
悪

一
一
一
二
条
で
は
、
害
悪
（m

al

）
が
現
在
（pre

´
se

nt

）
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
字
義
ど
お
り
に
理
解
す
る
と
、
脅
し
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（m
e
n
ace

）
の
実
行
が
即
時
で
あ
る
場
合
に
し
か
、
脅
し
は
強
迫
（viole

n
ce

）
を
構
成
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
場

合
の
害
悪
は
、
必
然
的
に
、
脅
し
（m

e
n
ace

）
よ
り
後
の
害
悪
、
す
な
わ
ち
、
将
来
の
害
悪
（m

al
futu

r

）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
）。

な
ぜ
な
ら
、
害
悪
の
実
現
は
、
被
害
者
に
よ
る
契
約
の
承
諾
の
拒
絶
に
依
存
す
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
現

在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
畏
怖
（crainte

）
で
あ
る

）
。

ロ
ー
マ
法
で
は
、

に
よ
り
、
契
約
時
に
抱
か
れ
た
畏
怖
（crainte

in
spire

´
e
a
u
m
o
m
e
nt

d
u
co

ntrat

）
と
い

う
意
味
で
現
在
の
害
悪
（crainte

actu
elle

）
を
要
求
し
た

）
。
畏
怖
が
契
約
時
に
存
在
す
れ
ば
十
分
で
あ
り
、
遅
れ
た
脅
し
も
即
時

の
脅
し
も
同
様
に
強
迫
と
な
る
。
両
場
合
に
、
ロ
ー
マ
法
の
意
味
で
の

が
存
在
す
る
。

現
在
の
畏
怖
（crainte

pre
´
se

nt

）
の
必
要
性
は
、
強
迫
の
決
定
的
性
質
（caracte

｀
re

d
e
´
ter

m
in
a
nt

）
の
帰
結
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

畏
怖
が
契
約
時
に
存
在
す
る
場
合
に
し
か
、
強
迫
は
同
意
を
も
た
ら
し
得
な
い

）
。
一
一
一
二
条
で
は
、
強
制
が
同
意
時
に
畏
怖
を
抱

か
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
、
強
制
が
同
意
に
対
し
て
影
響
力
を
有
す
る
と
い
う
意
味
で
、
強
迫
が
決

定
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る

）
。

2

畏
敬
（crainte

ré
v
ére

n
cielle

）
とviole

n
c
e
p
h
y
siq

u
e

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る

は
犯
罪
（de

´
lit

p
e
´

n
al

）
で
あ
っ
た
た
め
、
善
良
な
風
俗
に
反
す
る
強
迫
（viole

n
ce

）
の
み
が
考
慮
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
代
法
に
お
け
る
強
迫
は
同
意
の
瑕
疵
で
あ
る
た
め
、
強
迫
が
同
意
の
自
由
を

奪
う
限
り
、
そ
の
正
当
性
や
違
法
性
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
強
迫
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
た

の
はD

o
m
at

で
あ
っ
た
が
、Pothier

は
ロ
ー
マ
法
の
概
念
に
回
帰
し
、
違
法
な
強
迫
の
み
を
考
慮
し
た
。
つ
ま
り
、
強
迫
（vio‑

le
n
ce

）
は
常
に
違
法
で
あ
る
が
、
畏
怖
を
生
じ
さ
せ
る
い
く
つ
か
の
脅
し
は
正
当
で
あ
る

）
。

こ
の
よ
う
に
、
強
迫
は
そ
れ
が
正
当
で
あ
る
限
り
制
裁
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
法
文
上
お
よ
び
判
例
上
の
二
方
向
に
お
い
て
明
白
で
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あ
る

）
。
法
文
上
の
明
白
な
根
拠
と
な
る
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
一
一
四
条
の
規
定
で
あ
る

）
。
本
条
の
畏
敬
（crainte

re
´

v
e
´
re

n‑

cielle
）
と
は
、
両
親
や
そ
の
先
の
尊
属
を
立
腹
さ
せ
る
と
い
う
子
の
畏
怖
を
意
味
す
る
。
ゆ
え
に
同
条
は
、
そ
の
畏
怖
に
よ
り
、

両
親
や
尊
属
に
意
欲
さ
れ
た
契
約
を
締
結
す
る
場
合
を
想
定
す
る
。
心
理
的
に
は
そ
の
よ
う
な
畏
怖
も
決
定
的
で
あ
り
得
る
が
、
そ

れ
は
、
正
当
と
判
断
さ
れ
る
道
徳
的
権
威
（autorite

´
m
orale

）
の
行
使
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
尊
属
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
点

は
存
在
し
な
い
た
め
、
契
約
は
無
効
と
な
ら
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
意
が
、
単
な
る
畏
怖
、
す
な
わ
ち
、
単
な
る
道

徳
的
権
威
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
同
条
に
お
い
て

強
迫
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
（sa

n
s
q
u'
ily

ait

e
u
d
e
viole

n
ce

e
x
erce
´
e

）

と
あ
る
よ
う
に
、
尊
属
の
側
で
の
真
の
強
迫
が
付
加
さ
れ
た
場
合
に
は
、
契
約
は
無
効
と
な
り
得
る

）
。

例
え
ば
、
殴
打
（co

u
ps

）
や
特
有
の
脅
し
（m
e
n
aces

caracte
´
rise
´
es

）
な
ど
の
狭
義
の
強
迫
（viole

n
ces

pro
pre

m
e
nt

dites

））
、

真
の
強
迫
（ve

´
rita

ble
viole

n
ce

）
や
虐
待
（se

´
vices

）
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
契
約
は
無
効
と
な
る

）
。
以
上
よ
り
、
一
一
一
四

条
に
関
し
て
、
身
体
的
強
迫
（viole
n
ce

p
h
y
siq

u
e

）
は
常
に
違
法
で
あ
り
、
契
約
は
無
効
と
な
る
が
、
精
神
的
強
迫
（viole

n
ce

m
orale

）
は
一
定
の
条
件
の
下
で
正
当
と
考
慮
さ
れ
得
る
た
め
許
容
さ
れ
る
結
果
、
契
約
は
無
効
と
な
ら
な
い

）
。

四

結
び
に
代
え
て

1

区
別
の
二
重
性
│
│
強
迫
類
型
ま
た
は
脅
し
の
手
段
（
害
悪
の
種
類
）
│
│

㈠

強
迫
類
型
と
し
て
の
区
別

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
、
身
体
的
強
迫
（viole

n
ce

p
h
y
siq

u
e

）
と
精
神
的
強
迫
（viole

n
ce

m
orale

）
の

区
別
と
し
て
言
及
さ
れ
る
。
両
区
別
は
、
強
迫
の
効
果
（
制
裁
）
と
の
関
係
で
、
同
意
を
欠
く
た
め
絶
対
無
効
と
な
る
強
迫
類
型

（
身
体
的
強
迫
）
と
、
同
意
を
瑕
疵
化
す
る
の
み
で
あ
る
た
め
相
対
無
効
と
な
る
強
迫
類
型
（
精
神
的
強
迫
）
の
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
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に
対
し
、
無
効
理
論
と
の
関
係
で
、
被
害
者
保
護
が
目
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
効
果
を
相
対
無
効
に
一
本
化
す
べ
き
と
の
議
論

が
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
強
迫
類
型
と
し
て
両
区
別
に
言
及
す
る
場
合
に
は
、
い
か
な
る
強
迫
手
段
を
念
頭
に
置
い
て
各
類
型

を
考
慮
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
例
え
ば
、Starc

k,
R
ola

n
d
et

B
o
y
er

は
、
拷
問
下
で
締
結
さ
れ
る
契
約
を
身
体
的
強
迫
の
一

例
と
し
て
挙
げ
る
が
、W

eill
et

T
erré

で
は
、
同
一
事
例
を
精
神
的
強
迫
の
一
例
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、
議
論
と
し
て
一
貫
性
が

あ
る
と
は
い
え
な
い
。

㈡

脅
し
の
手
段
（
害
悪
の
種
類
）
と
し
て
の
区
別

効
果
（
制
裁
）
を
異
に
す
る
身
体
的
強
迫
と
精
神
的
強
迫
の
区
別
と
は
別
に
、
同
意
の
瑕
疵
と
し
て
の
強
迫
の
た
め
に
用
い
ら
れ

た
手
段
（m

o
y
e
n
s
e
m
plo

y
e
´
s

）
あ
る
い
は
意
思
に
影
響
を
与
え
る
方
法
（proce

´
d
e
´

）
と
し
て
、
両
区
別
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
る
。

M
ala

urie
et

A
y
n
e`s

は
、
身
体
的
手
段
（m

o
y
e
n
s
p
h
y
siq

u
es

）
と
精
神
的
手
段
（m

o
y
e
n
s
m
ora

u
x

）
の
区
別
は
重
要
で
は
な

く
、
経
営
者
の
監
禁
（se

´
q
u
estratio

n
d'
u
n
p
atro

n

）
の
よ
う
な
身
体
的
手
段
（m

o
y
e
n
s
p
h
y
siq

u
es

）
も
、
精
神
的
苦
悩
や
宗
派

へ
の
依
存
の
よ
う
な
精
神
的
手
段
（m
o
y
e
n
s
m
ora

u
x

）
も
、
同
意
の
瑕
疵
と
し
て
の
強
迫
と
な
る
と
述
べ
る

）
。W

eill
et

T
erré

も
、
被
害
者
を
動
揺
さ
せ
得
る
害
悪
が
、
身
体
的
お
よ
び
精
神
的
な
種
類
で
あ
り
得
る
の
と
同
様
に
、
不
適
切
な
処
遇
（m

a
u
v
ais

traite
m
e
nts

）
に
よ
り
、
ま
た
は
、
脅
し
（m

e
n
ace,

inti
m
id
atio

n

）
を
用
い
て
行
わ
れ
る
場
合
、
強
迫
は
制
裁
さ
れ
る
と
述
べ

る
）。

W
eill

et
T
erré

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
害
悪
の
種
類
へ
の
言
及
で
も
あ
り
、
一
般
化
す
る
と
、
死
・
殴
打
・
監
禁
の
脅

し
と
い
っ
た
身
体
的
な
種
類
、
名
誉
棄
損
や
中
傷
の
脅
し
と
い
っ
た
精
神
的
な
種
類

）
、
な
ら
び
に
、
金
額
や
職
業
的
地
位
を
失
う
と

の
脅
し
に
見
ら
れ
る
金
銭
的
な
種
類
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る

）
。
実
際
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
身
体
的
強
迫
（vio‑

le
n
ce

p
h
y
siq

u
e

）
は
、
一
般
的
に
、
被
害
者
に
向
け
ら
れ
た
脅
し
の
害
悪
が
、
死
・
殴
打
・
監
禁
ま
た
は
食
事
の
剥
奪
と
い
っ
た

そ
れ
自
体
身
体
的
な
種
類
で
あ
る
諸
場
合
を
指
し
示
す
た
め
に
総
称
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
る

）
。
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以
上
よ
り
、
身
体
的
強
迫
（viole

n
ce

p
h
y
siq

u
e

）
は
、
身
体
的
手
段
や
身
体
的
種
類
の
害
悪
を
指
す
概
念
で
も
あ
り
、
こ
れ
ら

の
手
段
の
行
使
あ
る
い
は
害
悪
の
発
生
が
将
来
に
お
い
て
生
じ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
被
害
者
の
身
体
で
は
な
く
被
害
者
の
意

思
が
従
属
さ
れ
る
強
制
（co

ntrainte

）
と
な
り

）
、
害
悪
の
実
現
か
契
約
の
締
結
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
か
ら
、
結
果
的
に
、
精
神

的
な
強
制
（co

ntrainte
m
orale

）
を
通
じ
て
し
か
同
意
の
瑕
疵
た
る
強
迫
は
存
在
し
な
い
と
い
え
る
。

2

将
来
の
害
悪
（m

al
futur

）

と
脅
し
の
手
段
（
害
悪
の
種
類
）
と
の
関
係

精
神
的
強
迫
が
決
定
づ
け
る
同
意
の
瑕
疵
は
畏
怖
（

）
で
あ
り

）
、
畏
怖
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
に
、
強
迫
の
構
成
要
素
と
し

て
、
脅
し
（

）
の
存
在
が
必
須
で
あ
る

）
。
ゆ
え
に
、
害
悪
そ
れ
自
体
は
、
強
迫
者
に
よ
り
意
欲
さ
れ
た
契
約
締
結
等
の
拒
絶

を
契
機
と
し
て
条
件
的
に
発
生
す
る
も
の
と
な
る
か
ら
、
必
然
的
に
将
来
生
じ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
る
。
よ
り
厳
密
に
言
え
ば
、
少

な
く
と
も
脅
し
（m

e
n
ace

）
以
前
に
害
悪
（m

al

）
が
存
在
す
る
こ
と
は
な
い
。
同
意
時
に
現
在
す
べ
き
な
の
は
畏
怖
で
あ
り
、
個

別
的
に
判
断
さ
れ
る
害
悪
の
多
大
性
と
と
も
に
、
強
迫
が
、
同
意
の
瑕
疵
と
し
て
契
約
を
無
効
に
す
る
原
因
と
し
て
、
決
定
的
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
を
見
極
め
る
要
素
と
な
る
。
強
迫
が
決
定
的
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
被
害
者
に
お
い
て
同
意
と
同
時
に
抱
か
れ
た
畏

怖
が
、
精
神
的
・
身
体
的
ま
た
は
財
産
的
な
種
類
の
う
ち
い
ず
れ
の
害
悪
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
問
題
と
な
ら
な
い
。

こ
の
点
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
脅
し
の
手
段
に
関
し
て
、M

ala
urie

et
A
y
n
e`s

は
、
経
営
者
の
監
禁
（se

´
q
u
estratio

n
d'
u
n

p
atro

n

）
と
い
う
身
体
的
手
段
（m

o
y
e
n
s
p
h
y
siq

u
es

）
に
言
及
し
、
ま
た
、W

eill
et

T
erré

に
至
っ
て
は
、

不
適
切
な
処
遇

（m
a
u
v
ais

traite
m
e
nts

）
に
よ
り
、
ま
た
は
、
脅
し
（m

e
n
ace,

inti
m
id
atio

n

）
を
用
い
て
行
わ
れ
る
場
合

と
述
べ
、
脅
し

（m
e
n
ace

）
と
は
別
形
式
と
し
て
〔

脅
し
（m

e
n
ace

）

が
起
こ
ら
な
い
形
式
と
し
て
〕
、
前
者
の

不
適
切
な
処
遇
（m

a
u
v
ais

traite
m
e
nts

）

を
観
念
す
る
。
繰
り
返
し
と
な
る
が
、B

é
n
a
b
e
nt

も
、
強
迫
（viole

n
ce

）
と
は
、
直
接
の
身
体
的
強
迫

（viole
n
ce

p
h
y
siq

u
e
directe

）
に
よ
ろ
う
と
、
よ
り
一
般
に
脅
し
（m

e
n
aces

）
に
よ
ろ
う
と
、
契
約
者
を
契
約
す
る
こ
と
に
強

フランス民法における強迫（violence）の概念

467



制
す
る
あ
ら
ゆ
る
行
動
の
こ
と
で
あ
る
〔
精
神
的
強
迫
（viole

n
ce

m
orale

）〕
と
定
義
し
て
い
た

）
。
こ
の
場
合
、W

eill
et

T
erré

と
同
様
に
、
（
一
般
の
）
脅
し
（m

e
n
ace

）
と
は
別
形
式
と
し
て

直
接
の
身
体
的
強
迫

を
捉
え
て
い
る
ほ
か
、
こ
の
場
合
の
身

体
的
強
迫
が

直
接
的
（directe

）

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
を
勘
案
す
る
と

）
、
強
迫
（viole

n
ce

）
が
、

契
約
締
結
等
の
拒
絶
を
条
件
と
し
て
発
生
す
る

将
来
の
害
悪

に
関
す
るm

e
n
ace

の
存
在
を
前
提
と
す
る
と
い
う
命
題
は
崩

れ
る
。

3

違
法
性
と
の
関
係

畏
敬
（crainte

re
´

v
e
´
re

n
cielle

）
と
の
関
係
で
論
じ
た
よ
う
に
、viole

n
ce

p
h
ysiq

u
e

の
存
在
は
、
畏
敬
（crainte

re
´

v
e
´
re

n‑

cielle

）
と
い
う
明
文
の
根
拠
を
有
す
る
正
当
な
精
神
的
強
制
に
対
し
直
ち
に
違
法
性
を
付
与
し
契
約
を
無
効
と
す
る
。
さ
ら
に
、

M
azea

u
d
et

C
h
a
b
as

は
、
例
え
ば
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
う
者
が
そ
の
よ
う
な
脅
し
を
実
行
す
る
権
利
を
有
し
な
い
場
合
、
精
神
的

強
迫
が
存
在
す
る
と
い
う
。
債
権
者
が
差
押
え
を
行
う
と
し
て
債
務
者
を
脅
し
、
こ
の
圧
迫
の
下
で
、
約
束
を
獲
得
し
得
る
場
合
、

身
体
的
強
迫
で
脅
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
被
用
者
が
使
用
者
を
ス
ト
ラ
イ
キ
で
脅
し
得
る
場
合
、
不
法
監
禁
・
虐
待
ま
た
は

不
法
占
拠
に
よ
り
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

）
。
以
上
よ
り
、
身
体
的
強
迫
で
脅
す
場
合
に
は
必
ず
違
法
な
強
迫
と
な
り
、
ま
た
、

権
利
者
で
は
な
い
権
利
を
行
使
す
る
と
し
て
脅
す
場
合
に
は
、
精
神
的
強
迫
が
存
在
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
身
体
的
強
迫

と
精
神
的
強
迫
は
、
先
に
述
べ
た

脅
し
の
手
段
（
害
悪
の
種
類
）

と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

4

ス
ペ
イ
ン
系
の
民
法
典
と
の
接
続

本
稿
は
、
ス
ペ
イ
ン
系
の
民
法
典
の
強
迫
規
定
に
お
い
て
、

暴
力
（viole

n
cia/

fu
erza

）

と

脅
し
（inti

m
id
acio
´

n/

m
ie
d
o

）

と
い
う
二
種
類
の
区
別
が
存
在
す
る
こ
と
を
発
端
と
し
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て

と

の
区
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別
が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
二
種
類
の
区
別
が
存
在
す
る
形
式
の
方
が
本
来
の
形
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
の
下
、
一
種

類
の
強
迫
を
規
定
す
る
民
法
と
何
が
違
う
の
か
を
探
求
す
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
を
素
材
に
そ
の
強
迫
概
念
を
検
討
し
て
き
た
。

一
八
五
一
年
ス
ペ
イ
ン
民
法
草
案
九
九
〇
条
に
お
け
る

暴
力
（viole

n
cia

）

と

脅
し
（inti

m
id
acio
´

n

）

の
区
別
に
関
連

し
て
、
ゴ
イ
ェ
ナ
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
民
法
が
、viole

n
cia

の
一
語
の
み
を
用
い
、
そ
れ
に
畏
怖
（m

ie
d
o

）

を
包
含
し
て
い
る
と
述
べ
る

）
。
指
摘
し
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
で
は
、viole

n
ce

で
は
な
く
そ
れ
に
よ
り
生
じ
る
畏
怖

（crainte

）
が
同
意
の
瑕
疵
を
引
き
起
こ
す
と
の
説
明
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
の
検
討
を
通
じ
て
、viole

n
ce

p
h
ysiq

u
e

とviole
n
ce

m
orale

の
区
別
の
二
重
性
が
明
ら
か
と
な
り
、viole

n
ce

に
よ
っ
て
も
、
同
意
の
瑕
疵
が
生
ず
る
可
能

性
を
指
摘
し
得
る
。
ゴ
イ
ェ
ナ
が
述
べ
る
畏
怖
（m

ie
d
o

）
の
形
式
と
は
、
ス
ペ
イ
ン
系
の
民
法
典
に
お
け
る

脅
し
（inti

m
id
a‑

cio
´

n

）

の
形
式
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
確
か
に
、
脅
し
（m

e
n
ace/

inti
m
id
atio

n

）
の
存
在
を
前
提
に
、
被
害
者
に

お
い
て
、
将
来
の
大
き
い
害
悪
と
小
さ
い
害
悪
の
選
択
が
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
は
区
別
さ
れ
る

暴
力
（viole

n
cia

）

の
形
式
に
お
い
て
は
、

同
意
を
奪
い
取
る
た
め
に
抵
抗
不
可
能
な
暴
力
（fu

erza
irresistible

）
が
用
い
ら
れ
る
場
合
、
暴
力

（viole
n
cia

）
が
存
在
す
る

の
で
あ
り

）
、
脅
し
（m

e
n
ace/

inti
m
id
acio
´

n

）
を
前
提
と
し
た
畏
怖
（crainte/

m
ie
d
o

）
の
発
生
を

待
た
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
、
本
来
的
に
正
当
で
あ
る
畏
敬
（crainte

re
´

v
e
´
re

n
cielle

）
や
法
律
上
の
権
利
行
使
に
際
し
て
、

viole
n
ce

p
h
ysiq

u
e

を
用
い
る
と
直
ち
に
違
法
と
な
る
の
は
、

暴
力
（viole

n
cia

）

の
形
式
に
お
い
て
よ
り
良
く
理
解
可
能
で

あ
る

）
。

（
1
）

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
民
法
典
と
わ
が
国
の
民
法
典
が
と
も
に
大
陸
法
系
で
あ
り
、
同
じ
西
洋
法
圏
に
属
す
こ
と
に
加
え
、
と
も

に
西
洋
法
の
継
受
国
と
し
て
同
等
の
位
置
づ
け
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
木
雅
夫

比
較
法
講
義

一
二
〇
頁
、
一
三
五
頁
、

一
六
五
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
）
を
参
照
。
法
継
受
お
よ
び
外
国
法
の
摂
取
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
正
己
編

外
国
法
と
日

フランス民法における強迫（violence）の概念

469



本
法
〔
岩
波
講
座

現
代
法
14
〕

一
一
三
頁
以
下
〔
沢
木
執
筆
〕、
一
五
九
頁
以
下
〔
野
田
ほ
か
執
筆
〕（
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
）
を

参
照
。

（
2
）

西
賢

比
較
法
の
課
題

一
二
一
頁
以
下
（
晃
洋
書
房
、
一
九
七
二
年
）。

（
3
）A

leja
n
dro

G
U
Z
M
Á
N

B
R
I
T
O,

H
istoria

d
e
la

co
dificacio

´
n
civil

e
n
Ib
ero

a
m
e
´
rica,

N
a
v
arra,

2
0
0
6,

p
a
´

g.
14
1

y

ss,
p
a
´

g.
1
5
1

y
ss.

（
4
）

拙
稿

第
三
者
の
詐
欺

と

第
三
者
の
強
迫

の
区
別
に
関
す
る
批
判
的
検
討
│
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
民
法
典
を
参
考
に

│

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
編

慶
應
の
法
律
学

民
事
法
│
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
法
学
部
論
文
集

一
九
七
頁
以
下
（
慶
應

義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
5
）P

oly
nice

A
lfre

d
H
e
n
ri

V
A
N

W
E
T
T
E
R,

L
es

o
blig

atio
n
s(

P
a
n
d
ectes,

co
nte

n
a
nt

l'
histoire

d
u
droit

ro
m
ain

et

la
le
´

gislatio
n
d
e
J
u
stinie

n),
t.
2,

2
ee
´

d.,
P
aris,

1
9
1
0,

p.
13
5
(§

9
5);

U
rsicin

o
A
L
U
A
R
E
Z
S
U
Á
R
E
Z,

El
n
e
g
ocio

ju‑
rı́
dico

e
n
d
erec

h
o
ro

m
a
n
o,

M
a
drid,

19
5
4,

p
a
´

g
s.
7
0
‐
75.

強
迫
を
原
因
と
す
る
訴
権
（

）
に
関
す
る
ロ
ー
マ
法
の
起
源
は
、
紀
元
前
八
〇
年
頃
の
法
務
官
オ
ク
タ
ー
ウ
ィ
ウ

ス
の
方
式
書
（

）
で
あ
る
。
彼
は
、
強
迫
者
を
相
手
方
と
し
て
、
強
要
さ
れ
た
財
産
の
四
倍
額
を
求
め
る
罰
金
訴

権
を
導
入
し
た
。
同
方
式
書
で
は
、

暴
力
ま
た
は
（
お
よ
び
）
強
迫
に
よ
り
奪
取
す
る

（

〔
あ
る
い
は

〕

‑

）
と
い
う
文
言
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
法
務
官
は
こ
の
文
言
に
よ
っ
て
、
強
迫
、
す
な
わ
ち
中
世
法
律
学
で
絶
対
的
な
暴
力

（
肉
体
的
強
制

）
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
強
制
的
な
暴
力
（
精
神
的
強
制

）
と
呼
ば
れ
た
も
の
を
言
い

表
し
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
（
フ
リ
ッ
ツ
・
シ
ュ
ル
ツ
、
早
稲
田
大
学
ロ
ー
マ
法
研
究
会
（
佐
藤
篤
士
監
訳
）

古
典
期
ロ
ー
マ
私
法

（
Ⅷ
）
第
五
部

債
権
債
務
関
係
の
法

早
稲
田
法
学
五
八
巻
二
号
（
一
九
八
三
年
）
六
〇
一
頁
）。
同
様
の
点
に
つ
き
、
船
田
享
二

ロ

ー
マ
法

第
三
巻

四
五
二
頁
〔
脚
注（
1
）〕（
岩
波
書
店
、
改
版
、
一
九
七
〇
年
）
お
よ
び
マ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
ザ
ー
、
柴
田
光
蔵
訳

ロ

ー
マ
私
法
概
説

九
二
頁
（
創
文
社
、
一
九
七
九
年
）
を
参
照
。

（
6
）D
al
m
acio

V
É
L
E
Z
S
A
R
S
F
I
E
L
D,

R
o
b
erto

E
R
N
E
S
T
O

G
R
E
C
O(

s
u
p.),

C
o
´

dig
o
Civil

d
e
la

R
e
p
u
´

blica
A
r
g
e
nti‑

n
a
y
L
e
gislacio

´
n
C
o
m
ple

m
e
ntaria,

2
9

ae
d.,

B
u
e
n
os

A
ires,

1
9
90,

p.
2
2
0.

（
7
）

拙
稿
・
前
掲
注（
4
）、
二
三
六
頁
。
ま
た
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
民
法
草
案
三
三
四
条
に
お
い
て
、
一
項
の

強
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暴
（
ボ
ワ
ー
、
ド
、
フ
エ
ー
）

と
三
項
の

脅
迫
（
ム
ナ
ー
ス
）

が
区
別
さ
れ
て
お
り
、
前
者
は

承
諾
ヲ
除
去
ス
ル
暴
行

で
あ
り
、

後
者
は

承
諾
ヲ
瑕
瑾
ニ
ス
ル
暴
行

で
あ
っ
た
（
星
野
英
一
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
民
法
典
研
究
会
編

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
起
稿
再
閲
民
法

草
案

財
産
編

第
三
巻

九
四
頁
、
一
七
四
頁
（
雄
松
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
）。
な
お
、
こ
の
区
別
は
後
掲
注（
8
）の
ポ
ル
ト
ガ

ル
民
法
に
お
け
る
区
別
と
対
応
す
る
。

（
8
）

ポ
ル
ト
ガ
ル
民
法
で
は
、
身
体
的
強
迫
（co

acç
a
~

o
fı́
sica

）〔
二
四
六
条
〕
と
精
神
的
強
迫
（co

acç
a
~

o
m
oral

）〔
二
五
五
条
〕

を
区
別
す
る
。
両
区
別
の
存
在
に
言
及
す
る
も
の
と
し
て
、
ハ
イ
ン
・
ケ
ッ
ツ
、
潮
見
佳
男
、
中
田
邦
博
、
松
岡
久
和
訳

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

契
約
法
Ⅰ

三
九
六
頁
（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
九
年
）。

（
9
）Flore

n
cio

G
A
R
C
Í
A

G
O
Y
E
N
A,

C
o
n
cord

a
n
cias,

m
otiv

os
y
co

m
e
ntarios

d
el

co
´

dig
o
civil

esp
a
n
~

ol,
t.

III,
M
a‑

drid,
1
85
2,

p
a
´

g.
2
2

y
ss.

ゴ
イ
ェ
ナ
は
、

ロ
ー
マ
法
は
も
と
も
と
両
方
の
文
言
を
用
い
、
後
に
、
畏
怖
（m

ie
d
o

）
の
文
言
に
限
定
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
古
法
で

あ
る
七
部
法
典
（Partid

as

）
お
よ
び
フ
エ
ロ
・
フ
ス
ゴ
（F

u
ero

J
u
z
g
o

）
も
両
概
念
を
使
用
し
た

と
述
べ
、
両
区
別
が
起
源
と
し

て
は
ロ
ー
マ
法
に
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
民
法
草
案
へ
の
直
接
的
な
影
響
は
ス
ペ
イ
ン
古
法
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

な
お
、
現
行
ス
ペ
イ
ン
民
法
は
、
一
八
八
一
年
草
案
を
基
礎
と
し
て
一
八
八
九
年
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
フ
ロ
レ
ン
シ

オ
・
ガ
ル
シ
ー
ア
・
ゴ
イ
ェ
ナ
（Flore

n
cio

G
arcı́

a
G
o
y
e
n
a

）
に
よ
る
一
八
五
一
年
草
案
は
結
局
施
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
で
は
、
一
八
一
二
年
の
カ
デ
ィ
ス
憲
法
で
民
法
典
な
ど
の
法
典
化
が
明
文
化
さ
れ
（
同
二
五
八
条
）、
一
八
四
三
年
に
起
草
委

員
会
が
設
置
さ
れ
た
が
、
フ
エ
ロ
（fu

ero

）
と
呼
ば
れ
る
地
域
特
別
法
と
の
関
係
で
長
期
に
わ
た
り
決
着
が
つ
か
ず
、
最
終
的
な
成
立

ま
で
結
果
的
に
一
世
紀
弱
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ゴ
イ
ェ
ナ
草
案
は
、
自
由
主
義
的
な
フ
ラ
ン
ス
民
法
を
模
範
と
し
、
地
域
特
別
法

（derec
h
o
foral

）
に
配
慮
し
な
か
っ
た
た
め
、
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
で
は
特
に
社
会
的
お
よ
び
宗
教
的
な
側
面
で
急
進
的
す
ぎ
る
と
し
て

反
対
さ
れ
た
。
し
か
し
、
十
九
世
紀
前
半
ま
で
に
独
立
を
達
成
し
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
民
法
典
制
定
に
与
え
た
影
響
は
非
常
に
大

き
か
っ
た
。

（
10
）

最
判
昭
和
三
三
年
七
月
一
日
民
集
一
二
巻
一
一
号
一
六
〇
一
頁
。
ま
た
、
東
京
高
判
昭
和
五
二
年
五
月
一
〇
日
判
例
時
報
八
六
五
号

八
七
頁
。
な
お
、
四
宮
和
夫
、
能
見
善
久

民
法
総
則

二
一
二
頁
（
弘
文
堂
、
第
七
版
、
二
〇
〇
五
年
）、
佐
久
間
毅

民
法
の
基
礎

1
総
則

一
七
九
頁
（
有
斐
閣
、
第
3
版
、
二
〇
〇
八
年
）。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
そ
の

当
然
無
効

が
想
定
さ
れ
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得
る
の
か
、
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
（
羽
田
さ
ゆ
り

第
三
者
に
よ
る
強
迫

に

関
す
る
一
試
論

札
幌
法
学
一
五
巻
二
号
六
頁
（
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
）。

わ
が
国
の
民
法
理
論
に
お
け
る
強
迫
概
念
の
区
別
に
つ
き
若
干
述
べ
て
お
く
。
強
迫
と
は
、
違
法
に
害
悪
を
示
し
て
相
手
に
畏
怖
を
生

じ
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
意
思
表
示
を
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
（
我
妻
栄

新
訂
民
法
総
則
（
民
法
講
義
Ⅰ
）

三
一
三
頁
（
岩
波
書
店
、

一
九
六
五
年
）、
内
田
貴

民
法
Ⅰ

総
則
・
物
権
総
論

八
七
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
第
4
版
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
）。
よ
り
端

的
に
言
え
ば
、
人
を
脅
か
し
て
法
律
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
が
（
石
田
穣

民
法
総
則

三
六
四
頁
（
悠
々
社
、
一
九
九
二
年
）
を

参
照
）、
こ
の
脅
し
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
強
迫
の
結
果
、
表
意
者
が
意
思
決
定
の
選
択
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
こ
と
は
必
要
で
は
な
い

（
近
江
幸
治

民
法
講
義
Ⅰ

民
法
総
則

二
〇
二
頁
（
成
文
堂
、
第
5
版
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
）。
強
迫
の
程
度
が
極
め
て
強
く
、

表
意
者
が
意
思
決
定
お
よ
び
意
思
表
明
の
自
由
を
完
全
に
奪
わ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
意
思
表
示
は
意
思
の
不
存
在
を
理
由
と
し
て
無
効

と
な
る
（
判
例
）。
つ
ま
り
、
民
法
に
お
け
る
強
迫
の
規
定
は
、
畏
怖
の
下
で
は
あ
っ
て
も
、
相
手
方
が
意
思
表
示
を
す
る
か
否
か
を
自

分
自
身
で
決
定
す
る
余
地
が
あ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
（
加
藤
雅
信

新
民
法
大
系
Ⅰ
民
法
総
則

二
六
一
頁
（
有
斐
閣
、
第
2
版
、
二

〇
〇
五
年
）
を
参
照
）。

（
11
）Je

a
n
C
A
R
B
O
N
N
I
E
R,

D
roit

civil
v
ol.2,

L
es

bie
n
s
L
es

o
blig

atio
n
s,

P
aris,

2
00
4,

p.
1
99
4
[
n

o9
58].

（
12
）

強
迫
と
い
う
同
意
の
瑕
疵
（vice

d
u
co

n
se

nte
m
e
nt

）
は
、
詐
欺
（dol

）
と
同
様
、
そ
れ
を
決
定
づ
け
る
犯
罪
（de

´
lit

）
か
ら

命
名
さ
れ
た
。
も
し
そ
の
効
果
（effet

）
に
し
た
が
っ
て
命
名
す
る
な
ら
ば
、Pothier

が
用
い
た
表
現
の
よ
う
に
、
自
由
の
欠
如

（

）
と
な
ろ
う
（Je

a
n
C
A
R
B
O
N
N
I
E
R,

s
u
pra.

cit

）。

（
13
）G

a
briel

M
A
R
T
Y
et

Pierre
R
A
Y
N
A
U
D,

D
roit

civil,
L
es

o
blig

atio
n
s,

t.
2,

v.
1,

P
aris,

19
6
2,

p.
1
3
0
[
n

o14
0]

;
E
u
g
e
｀

n
e

G
A
U
D
E
M
E
T,

T
h
e
´

orie
g
e
´

n
e
´
rale

d
es

o
blig

atio
n
s.,

re
´
i
m
pressio

n
d
e
l'
e
´

ditio
n
p
u
blie
´
e
e
n1
937.,

P
aris,

19
65,

p.
6
4
;

A
le
x

W
E
I
L
L,

F
ra

nç
ois

T
E
R
R
É,

droit
civil

L
es

o
blig

atio
n
s,
4

ee
´

d.,
P
aris,

1
9
8
6,

p.
1
98

[
n

o1
88]

;
B
oris

S
T
A
R
C
K,

H
e
n
ri

R
O
L
A
N
D,

L
a
u
re

nt
B
O
Y
E
R,

D
roit

civil
O
blig

atio
n
s,

t.
II,

C
o
ntrat,

6
ee
´

d.,
1
9
98,

p.
1
5
9

[
n

o4
5
4]

;
Jac

q
u
es

F
L
O
U
R,

Je
a
n‐

L
u
c
A
U
B
E
R
T,

É
ric

S
A
V
A
U
X,

D
roit

civil
L
es

o
blig

atio
n
s,
1.

L'
acte

ju
ridiq

u
e,

12
ee
´

d.,
P
aris,

20
0
6,

p.
17
1
[
n

o2
1
6].

（
14
）

ロ
ー
マ
法
の

や
ス
イ
ス
民
法
の
畏
怖
（crainte

）
の
方
が
よ
り
正
確
で
あ
る
。
強
迫
（viole

n
ce

）
と
い
う
場
合
、
そ
の
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効
果
（l

'
effet

）
で
は
な
く
そ
の
原
因
（la

ca
u
se

）
を
強
調
す
る
た
め
、
不
正
確
な
法
的
概
念
に
行
き
着
く
危
険
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

無
効
は
、
一
見
し
て
、
強
迫
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
し
て
制
裁
を
加
え
る
こ
と
を
目
指
す
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
抑
圧

的
観
点
は
刑
法
に
関
係
す
る
。
民
法
で
は
意
思
の
分
析
し
か
取
り
扱
わ
ず
、
被
害
者
に
よ
り
抱
か
れ
た
畏
怖
を
原
因
と
し
て
契
約
を
無
効

に
す
る
（E

u
g
e
｀

n
e
G
A
U
D
E
M
E
T,

o
p.

cit.,
p.
6
4
;

A
le
x

W
E
I
L
L,

F
ra

nç
ois

T
E
R
R
É,

o
p.

cit.,
p.
1
9
8
[
n

o1
8
8]

を
参
照
）。

逆
に
、
畏
怖
と
い
う
用
語
は
、
強
迫
が
同
意
に
対
し
て
行
使
す
べ
き
影
響
を
強
調
す
る
（C

h
ristia

n
L
A
R
R
O
U
M
E
T,

D
roit

Civil,
t.
III,

L
es

O
blig

atio
n
s
L
e
C
o
ntrat,

1
r
ep
artie

C
o
n
ditio

n
s
d
e
for

m
atio

n,
6

ee
´

d.,
P
aris,

20
07,

p.
33
5
[
n

o36
8]

を
参
照
）。

以
上
に
対
し
て
、M

aze
a
u
d
et

C
h
a
b
as(

H
e
n
ri

et
L
e
´

o
n

M
A
Z
E
A
U
D,

Je
a
n

M
A
Z
E
A
U
D,

F
ra

nç
ois

C
H
A
B
A
S,

L
eç
o
n
s

d
e
D
roit

Civil,
t.
II,
1

r
ev
ol.,

O
blig

atio
n
s
th

e
´

orie
g
e
´

n
e
´
rale,

9
ee
´

d.,
P
aris,

1
99
8,

p.
1
90

[
n

o1
99])

お
よ
びM

ala
u
rie

et

A
y
n
e
｀
s(

P
hilip

p
e

M
A
L
A
U
R
I
E,

L
a
u
re

nt
A
Y
N
E`
S,

P
hilip

p
e
S
T
O
F
F
E
L‐

M
U
N
C
K,

D
roit

Civil
L
es

O
blig

atio
n
s,
2

e

e
´

d.,
P
aris,

20
0
5,

p.
25
4
[
n

o5
1
5])

は
、
現
行
法
に
お
い
て
も
、
ロ
ー
マ
法
と
同
様
、
強
迫
が
引
き
起
こ
す
社
会
的
混
乱
を
理
由
と
し

て
、
強
迫
の
違
法
概
念
（co

n
ce

ptio
n
d
e
´
lictu

elle

）
か
ら
完
全
に
自
由
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
。

（
15
）

強
迫
（viole

n
ce

）
は
、
詐
欺
（dol

）
と
同
様
に
、
そ
れ
自
体
が
同
意
の
瑕
疵
（vice

d
u
co

n
se

nte
m
e
nt

）
で
は
な
い
。
つ
ま

り
、
強
迫
は
、
そ
れ
に
つ
き
動
か
さ
れ
て
一
方
当
事
者
が
契
約
締
結
を
決
心
す
る
と
こ
ろ
の
畏
怖
（crainte

）
の
原
因
と
な
る
こ
と
に

よ
り
、
同
意
の
瑕
疵
を
引
き
起
こ
す
。
元
来
、
強
迫
（viole

n
ce

）
は
犯
罪
（de

´
lit

）
で
あ
り
、
次
第
に
同
意
の
瑕
疵
と
同
列
に
置
か

れ
た
（G

a
briel

M
A
R
T
Y
et

Pierre
R
A
Y
N
A
U
D,

o
p.

cit.,
p1
31

[
n

o1
4
0]

）。

（
16
）A

le
x

W
E
I
L
L,

F
ra

nç
ois

T
E
R
R
É,

o
p.

cit.,
p.
1
9
8
[
n

o1
8
8].

（
17
）C

h
ristia

n
L
A
R
R
O
U
M
E
T,

o
p.

cit.,
p.
3
35

[
n

o3
6
8].

（
18
）H

e
n
ri

et
L
e
´

o
n

M
A
Z
E
A
U
D,

Je
a
n

M
A
Z
E
A
U
D,

F
ra

nç
ois

C
H
A
B
A
S,,

o
p.

cit.,
p.
1
9
0
[
n

o2
0
0]

に
よ
れ
ば
、D

o‑
m
at

は
、
何
ら
か
の
重
大
な
害
悪
に
対
す
る
畏
怖
に
よ
り
、
も
し
自
由
が
こ
の
威
圧
（im

pressio
n

）
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
な
ら
、
被

害
者
が
付
与
し
な
か
っ
た
同
意
を
付
与
す
る
こ
と
に
、
そ
の
意
に
反
し
て
仕
向
け
る
、
あ
ら
ゆ
る
違
法
な
威
圧
（to

ute
i
m
pressio

n

illicite

）
を
強
制
（force

）
と
呼
ぶ
と
し
た
。

（
19
）Je

a
n
C
A
R
B
O
N
N
I
E
R,

o
p.

cit,
p.
1
99
4
[
n

o9
5
8].

（
20
）Je

a
n
C
A
R
B
O
N
N
I
E
R,

o
p.

cit,
p.
1
99
6
[
n

o9
5
8].
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（
21
）

名
誉
・
評
判
に
対
す
る
脅
し
と
は
、
強
請
り
（ch

a
nta

g
e

）
の
場
合
で
あ
る
（G
a
briel

M
A
R
T
Y
et

Pierre
R
A
Y
N
A
U
D,

o
p.

cit.,
p1
3
1
[
n

o1
40]

）。

（
22
）G

a
briel

M
A
R
T
Y
et

Pierre
R
A
Y
N
A
U
D,

o
p.

cit.,
p13

1
[
n

o14
0].
（
23
）G

a
briel

M
A
R
T
Y
et

Pierre
R
A
Y
N
A
U
D,

o
p.

cit.,
p13

6
‐
1
37

[
n

o1
48].

（
24
）E

u
g
e
｀

n
e
G
A
U
D
E
M
E
T,

o
p.

cit.,
p.
7
3.

（
25
）H

e
n
ri

et
L
e
´

o
n

M
A
Z
E
A
U
D,

Je
a
n

M
A
Z
E
A
U
D,

F
ra

nç
ois

C
H
A
B
A
S,

o
p.

cit.,
p.
1
91

[
n

o2
0
0].

相
対
無
効
は
、
被
害

者
に
よ
っ
て
の
み
請
求
可
能
で
あ
る
（p.1

9
5
[
n

o2
0
7]

）。

（
26
）B

oris
S
T
A
R
C
K,

H
e
n
ri

R
O
L
A
N
D,

L
a
u
re

nt
B
O
Y
E
R,

o
p.

cit.,
p.
1
5
9
[
n

o4
56].

（
27
）B

oris
S
T
A
R
C
K,

H
e
n
ri

R
O
L
A
N
D,

L
a
u
re

nt
B
O
Y
E
R,

s
u
pra.

cit.

（
28
）P

hilip
p
e
M
A
L
A
U
R
I
E,

L
a
u
re

nt
A
Y
N
E`
S,

P
hilip

p
e
S
T
O
F
F
E
L‐

M
U
N
C
K,

o
p.

cit.,
p.
2
5
4
[
n

o5
1
6].

（
29
）Jac

q
u
es

F
L
O
U
R,

Je
a
n‐

L
u
c
A
U
B
E
R
T,

É
ric

S
A
V
A
U
X,

o
p.

cit.,
p.
1
71

[
n

o21
6].

（
30
）

加
え
て
不
存
在
（in

e
xista

nt
）
で
あ
る
（A

le
x

W
E
I
L
L,

F
ra

nç
ois

T
E
R
R
É,

o
p,

cit.,
p.
1
99

[
n

o1
8
9]

）。

（
31
）A

le
x

W
E
I
L
L,

F
ra

nç
ois

T
E
R
R
É,

s
u
pra.,

cit.

（
32
）C

h
ristia

n
L
A
R
R
O
U
M
E
T,

o
p.

cit.,
p.
3
36

[
n

o3
6
9].

（
33
）A

lain
B
É
N
A
B
E
N
T,

D
roit

civil
L
es

o
blig

atio
n
s,
1
1

ee
´

d.,
P
aris,

2
00
7,

p.
7
5
[
n

o9
1].

（
34
）H

e
n
ri

et
L
e
´

o
n

M
A
Z
E
A
U
D,

Je
a
n

M
A
Z
E
A
U
D,

F
ra

nç
ois

C
H
A
B
A
S,

o
p.

cit.,
p.
19
4
[
n

o2
0
4].

（
35
）

フ
ラ
ン
ス
民
法
一
一
一
二
条

①
強
迫
（viole

n
ce

）
は
、
そ
れ
が
通
常
人
（perso

n
n
e
raiso

n
n
a
ble

）
を
威
圧
す
る
性
質

（natu
re

a
｀

faire
i
m
pressio

n

）
を
有
し
、
か
つ
、
そ
の
者
の
人
身
（perso

n
n
e

）
又
は
財
産
（fortu

n
e

）
を
多
大
か
つ
現
在
の
害

悪
（m

al
co

n
sid

e
´
ra
ble

et
pre
´
se

nt

）
に
さ
ら
す
お
そ
れ
を
抱
か
せ
る
こ
と
が
あ
る
と
き
に
、
存
在
す
る
。
②
こ
の
事
項

（m
atie
｀
re

）
に
つ
い
て
は
、
人
の
年
齢
、
性
別
及
び
条
件
（l

'
a
＾

g
e,

a
u
se

x
e
et

a
｀

la
co

n
ditio

n
d
es

p
erso

n
n
es

）
が
考
慮
さ
れ
る

。

条
文
訳
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
編

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
│
物
権
・
債
権
関
係
│

（
36
）

ロ
ー
マ
法
で
は
、
非
常
に
勇
敢
な
人
（

）
の
意
思
を
歪
曲
す
る
だ
け
の
重
大
性
（

）
を
要
求
し
た

（G
a
briel

M
A
R
T
Y
et

Pierre
R
A
Y
N
A
U
D,

o
p.

cit.,
p13

2
[
n

o1
4
2]

;
H
e
n
ri

et
L
e
´

o
n

M
A
Z
E
A
U
D,

Jea
n

M
A
Z
E
A
U
D,
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F
ra

nç
ois

C
H
A
B
A
S,

o
p.

cit.,
p.
19
4
[
n

o2
04]

;
E
u
g
e
｀

n
e
G
A
U
D
E
M
E
T,

o
p.

cit.,
p.
6
5

）。

（
37
）E

u
g
e
｀

n
e
G
A
U
D
E
M
E
T,

o
p.

cit.,
p.
6
5.

（
38
）H

e
n
ri

et
L
e
´

o
n

M
A
Z
E
A
U
D,

Je
a
n

M
A
Z
E
A
U
D,

F
ra

nç
ois

C
H
A
B
A
S,

o
p.

cit.,
p.
19
4
[
n

o2
0
4].

（
39
）Jac

q
u
es

F
L
O
U
R,

Je
a
n‐

L
u
c
A
U
B
E
R
T,

É
ric

S
A
V
A
U
X,

o
p.

cit.,
p.
1
73

[
n

o21
9].

（
40
）H

e
n
ri

et
L
e
´

o
n

M
A
Z
E
A
U
D,

Jea
n

M
A
Z
E
A
U
D,

F
ra

nç
ois

C
H
A
B
A
S,

o
p.

cit.,
p.
19
5
;

F
L
O
U
R,

Jea
n‐

L
u
c

A
U
B
E
R
T,

É
ric

S
A
V
A
U
X,

o
p.

cit.,
p.
17
3;

B
oris

S
T
A
R
C
K,

H
e
n
ri

R
O
L
A
N
D,

L
a
u
re

nt
B
O
Y
E
R,

o
p.

cit.,
p.
16
3
;

A
le
x

W
E
I
L
L,

F
ra

nç
ois

T
E
R
R
É,

o
p.

cit.,
p.
2
00

;
P
hilip

p
e

M
A
L
A
U
R
I
E,

L
a
u
re

nt
A
Y
N
E`
S,

P
hilip

p
e
S
T
O
F‑

F
E
L‐

M
U
N
C
K,

o
p.

cit.,
p.
2
5
6
;

A
lain

B
É
N
A
B
E
N
T,

o
p.

cit.,
p.
7
5.

（
41
）A

le
x

W
E
I
L
L,

F
ra

nç
ois

T
E
R
R
É,

o
p.

cit.,
p.
2
00

[
n

o1
9
1].

M
arty

et
R
a
y
n
a
u
d

も
、
畏
怖
が
、
実
際
に
（ve

´
rita

ble‑
m
e
nt

）、
契
約
者
を
動
揺
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
る
（G

a
briel

M
A
R
T
Y
et

Pierre
R
A
Y
N
A
U
D,

o
p.

cit.,
p132

[
n

o

14
2]

）。

（
42
）G

a
briel

M
A
R
T
Y
et

Pierre
R
A
Y
N
A
U
D,

o
p.

cit.,
p13

2
[
n

o14
2].

（
43
）C

h
ristia

n
L
A
R
R
O
U
M
E
T,

o
p.

cit.,
p.
3
40

[
n

o3
7
3].

（
44
）G

a
briel

M
A
R
T
Y
et

Pierre
R
A
Y
N
A
U
D,

o
p.

cit.,
p13

1
[
n

o14
2].

（
45
）G

a
briel

M
A
R
T
Y
et

Pierre
R
A
Y
N
A
U
D,

o
p.

cit.,
p13

1
[
n

o1
42]

で
は
、

将
来
の
か
つ
条
件
付
き
の
害
悪
（un

m
al

futu
r
et

m
e
＾

m
e
co

n
ditio

n
n
el

）

と
述
べ
る
。

（
46
）H

e
n
ri

et
L
e
´

o
n

M
A
Z
E
A
U
D,

Je
a
n

M
A
Z
E
A
U
D,

F
ra

nç
ois

C
H
A
B
A
S,

o
p.

cit.,
p.
19
4
[
n

o2
0
4]

;
B
oris

S
T
A
R
C
K,

H
e
n
ri

R
O
L
A
N
D,

L
a
u
re

nt
B
O
Y
E
R,

o
p.

cit.,
p.
1
60

[
n

o4
57]

;
Jac

q
u
es

F
L
O
U
R,

Jea
n‐

L
u
c

A
U
B
E
R
T,

É
ric

S
A
V
A
U
X,

o
p.

cit.,
p.
1
72

[
n

o2
1
8].

（
47
）E

u
g
e
｀

n
e
G
A
U
D
E
M
E
T,

o
p.

cit.,
p.
7
3.

（
48
）H

e
n
ri

et
L
e
´

o
n

M
A
Z
E
A
U
D,

Je
a
n

M
A
Z
E
A
U
D,

F
ra

nç
ois

C
H
A
B
A
S,

o
p.

cit.,
p.
19
4
[
n

o2
0
4].

（
49
）G

a
briel

M
A
R
T
Y
et

Pierre
R
A
Y
N
A
U
D,

o
p.

cit.,
p13

1
[
n

o14
2].

（
50
）H

e
n
ri

et
L
e
´

o
n

M
A
Z
E
A
U
D,

Je
a
n

M
A
Z
E
A
U
D,

F
ra

nç
ois

C
H
A
B
A
S,

o
p.

cit.,
p.
19
1
[
n

o2
0
2].
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（
51
）

強
迫
の
違
法
性
に
関
し
て
は
、
契
約
者
間
に
お
い
て
、
契
約
の
締
結
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
一
定
の
方
法
の
圧
迫
を
用
い
る
こ
と
も

公
明
正
大
で
あ
る
。
ま
た
、
契
約
交
渉
に
お
い
て
、
一
方
当
事
者
が
他
方
当
事
者
の
弱
点
（points

faibles

）
を
利
用
し
、
ま
た
、
他

方
当
事
者
に
と
っ
て
不
利
益
で
あ
り
、
自
分
に
と
っ
て
利
益
で
あ
る
論
拠
を
利
用
す
る
こ
と
は
普
通
で
あ
る
。
力
を
要
す
る
立
場
を
利
用

す
る
こ
と
は
、
契
約
的
な
誠
実
性
（lo

y
a
ute
´

co
ntractu

elle

）
に
反
し
な
い
。
契
約
正
義
（ju

stice
co

ntractu
elle

）
は
、
当
事
者

間
の
絶
対
的
平
等
（e

´
g
alite
´

a
bsolu

e

）
を
要
求
し
な
い
。（C

h
ristia

n
L
A
R
R
O
U
M
E
T,

o
p.

cit.,
p.
33
9
[
n

o3
72]

）。

（
52
）

フ
ラ
ン
ス
民
法
一
一
一
四
条

父
、
母
又
は
そ
の
他
の
尊
属
に
対
す
る
単
な
る
畏
敬
（crainte

re
´

v
e
´
re

n
cielle

）
は
、
強
迫

（viole
n
ce

）
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
な
ん
ら
契
約
を
無
効
に
す
る
に
足
り
な
い

。
条
文
訳
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注

（
35
）を
参
照
。

（
53
）Jac

q
u
es

F
L
O
U
R,

Je
a
n‐

L
u
c
A
U
B
E
R
T,

É
ric

S
A
V
A
U
X,

o
p.

cit.,
p.
1
73
‐1
7
4
[
n

o2
2
1].

（
54
）B

oris
S
T
A
R
C
K,

H
e
n
ri

R
O
L
A
N
D,

L
a
u
re

nt
B
O
Y
E
R,

o
p.

cit.,
p.
1
6
5
[
n

o4
70].

（
55
）G

a
briel

M
A
R
T
Y
et

Pierre
R
A
Y
N
A
U
D,

o
p.

cit.,
p1
3
5
[
n

o1
4
6]

;
E
u
g
e
｀

n
e
G
A
U
D
E
M
E
T,

o
p.

cit.,
p.
65;

A
le
x

W
E
I
L
L,

F
ra

nç
ois

T
E
R
R
É,

o
p,

cit.,
p.
2
0
1
[
n

o19
1]

;
P
hilip

p
e

M
A
L
A
U
R
I
E,

L
a
u
re

nt
A
Y
N
E`
S,

P
hilip

p
e
S
T
O
F‑

F
E
L‐

M
U
N
C
K,

o
p.

cit.,
p.
2
5
5
[
n

o5
17]

;
A
lain

B
É
N
A
B
E
N
T,

o
p.

cit.,
p.
7
6
[
n

o9
3].

（
56
）H

e
n
ri

et
L
e
´

o
n

M
A
Z
E
A
U
D,

Je
a
n

M
A
Z
E
A
U
D,

F
ra

nç
ois

C
H
A
B
A
S,

o
p.

cit.,
p.
19
4
[
n

o20
4]

;
Jac

q
u
es

G
H‑

E
S
T
I
N,

T
raite

´
d
e
droit

civil,
L
a
for

m
atio

n
d
u
co

ntrat,
3

ee
´

d.,
P
aris,

1
9
93,

p.
5
7
3
[
n

o5
9
1].

裁
判
例
で
は
ま
た
、
遺
産

分
割
に
際
し
て
、
そ
の
子
に
対
し
て
父
に
よ
り
行
使
さ
れ
た
圧
迫
も
、
そ
れ
が
子
の
財
産
を
重
大
な
害
悪
に
さ
ら
す
と
い
う
畏
怖
を
も
た

ら
し
た
場
合
、
単
な
る
畏
敬
で
は
な
い
と
す
る
（C

h
ristia

n
L
A
R
R
O
U
M
E
T,

o
p.

cit.,
p.
3
3
9
[
n
ote2]

）。

（
57
）P

hilip
p
e
M
A
L
A
U
R
I
E,

L
a
u
re

nt
A
Y
N
E`
S,

P
hilip

p
e
S
T
O
F
F
E
L‐

M
U
N
C
K,

o
p.

cit.,
p.
2
5
4
[
n

o5
1
6].

（
58
）A

le
x

W
E
I
L
L,

F
ra

nç
ois

T
E
R
R
É,

o
p.

cit,
p.
2
0
3
[
n

o1
9
3].

（
59
）

現
代
社
会
に
お
い
て
は
精
神
的
種
類
に
属
す
る
強
迫
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
単
な
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（si

m
ple

h
arce
｀
le

m
e
nt

）

は
、
完
全
に
強
迫
の
概
念
に
入
ら
な
い
。
し
か
し
、《
平
穏
を
有
す
る
》
た
め
に
、
実
際
に
は
意
欲
し
な
い
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
仕

向
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
こ
の
理
由
で
、《
同
意
の
瑕
疵
》
を
構
成
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
同
意
が
意
識
的
で
あ
る
の
で
、
詐
欺

の
手
段
〔
方
法
〕
は
排
除
さ
れ
た
た
め
、
被
害
者
の
人
格
を
常
に
考
慮
に
い
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
強
制
の
手
段
〔
方
法
〕
を
考
慮
し
得
る
。

法学研究 82 巻 1 号（2009 : 1）

476



破
毀
院
は
、《
破
産
（faillite

）》
し
た
商
人
の
妻
に
対
し
て
（
商
事
裁
判
所
長
官
で
あ
る
）《
有
力
者
（nota

bles

）》
に
よ
り
行
使
さ

れ
た
圧
迫
（pressio

n
s

）
が
、《
精
神
的
強
迫
（viole

n
ce

m
orale

）》
を
特
徴
づ
け
る
と
判
示
し
た
。
ま
た
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
心
理
的
動
揺
に
よ
り
取
引
に
署
名
し
た
被
用
者
に
つ
い
て
も
同
様
の
判
示
が
な
さ
れ
た
（A

lain

B
É
N
A
B
E
N
T,

o
p.

cit.,
p.
7
5
‐
7
6
[
n

o9
2]

）。

（
60
）Jac

q
u
es

F
L
O
U
R,

Je
a
n‐

L
u
c
A
U
B
E
R
T,

É
ric

S
A
V
A
U
X,

o
p.

cit.,
p.
17
2
[
n

o2
18].

実
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
諸
要
素
の

複
数
が
重
な
り
合
う
こ
と
が
あ
る
。
商
人
に
対
す
る
名
誉
棄
損
は
、
精
神
的
な
種
類
の
脅
し
で
あ
る
が
、
そ
の
顧
客
と
の
関
係
も
損
な
う

か
ら
、
金
銭
的
な
種
類
の
脅
し
と
も
な
る
。
身
体
的
か
つ
精
神
的
な
強
迫
（viole

n
ce«

p
h
y
siq

u
e»

et
m
orale

）
の
た
め
に
、
あ
る

宗
派
の
信
奉
者
に
よ
り
同
意
さ
れ
た
不
動
産
の
売
買
を
無
効
に
し
た
事
例
も
あ
る
（p.1

7
2
[
n
ote3]

）。

（
61
）A

le
x

W
E
I
L
L,

F
ra

nç
ois

T
E
R
R
É,

o
p.

cit,
p.
1
9
6
;

C
h
ristia

n
L
A
R
R
O
U
M
E
T,

o
p.

cit.,
p.
3
1
8.

身
体
的
強
迫
（vio‑

le
n
ce

p
h
y
siq

u
e

）
と
い
う
場
合
、
脅
迫
さ
れ
る
害
悪
（le

m
al

d
o
nt

o
n
est

m
e
n
ace
´

）
が
、
死
・
殴
打
・
不
法
監
禁
・
食
事
の
剥

奪
と
い
っ
た
脅
し
の
よ
う
に
、
身
体
的
な
種
類
の
害
悪
で
あ
る
と
い
う
場
合
を
省
略
的
に
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
（Boris

S
T
A
R
C
K,

H
e
n
ri

R
O
L
A
N
D,

L
a
u
re

nt
B
O
Y
E
R,

o
p.

cit.,
p.
15
9
[
n

o4
56]

）。

（
62
）

こ
れ
ら
の
強
制
は
、
強
迫
に
屈
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
者
に
よ
り
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
63
）

畏
怖
（crainte

）
と
い
う
文
言
は
一
一
一
二
条
で
用
い
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
法
の
強
迫
理
論
（th

e
´

orie
d
e
la

viole
n
ce

）
は
、

ロ
ー
マ
法
（D

roit
ro

m
ain

）
で
の

理
論
（th

e
´

orie
d
e
la

）
で
あ
る
（Jea

n
C
A
R
B
O
N
N
I
E
R,

o
p.

cit,
p.
1
9
9
4

[
n

o9
5
8]

）。

（
64
）Je

a
n
C
A
R
B
O
N
N
I
E
R,

o
p.

cit,
p.
1
99
5
[
n

o9
5
8].

（
65
）A

lain
B
É
N
A
B
E
N
T,

o
p.

cit.,
p.
75

[
n

o91].

（
66
）

本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、M

orty
et

R
a
y
n
a
u
d

も
、
現
実
の
害
悪
（m

al
actu

el

）
と
将
来
の
害
悪
を
列
挙
し
て
、
強
迫
（vio‑

le
n
ce

）
は
常
に
心
理
的
な
効
果
（

）
を
有
す
る
と
述
べ
て
い
た
（op.

cit.,
p.
1
37

[
n

o1
4
8]

）。

（
67
）H

e
n
ri

et
L
e
´

o
n

M
A
Z
E
A
U
D,

Je
a
n

M
A
Z
E
A
U
D,

F
ra

nç
ois

C
H
A
B
A
S,

o
p.

cit.,
p.
19
2
[
n

o2
0
2].

（
68
）Flore

n
cio

G
A
R
C
Í
A

G
O
Y
E
N
A,

o
p.

cit.,
p
a
´

g.
2
3.

（
69
）

一
八
五
一
年
ス
ペ
イ
ン
民
法
草
案
九
九
〇
条
第
一
文
、
現
行
ス
ペ
イ
ン
民
法
一
二
六
七
条
第
一
文
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
民
法
九
三
六
条
、
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パ
ラ
グ
ア
イ
民
法
二
九
三
条
第
一
文
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
民
法
一
五
五
八
条
第
一
文
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
民
法
二
四
六
八
条
第
一
文
、
プ
エ
ル
ト

リ
コ
民
法
一
二
一
九
条
第
一
文
を
参
照
。

（
70
）

強
迫
（viole

n
ce

）
に
よ
る
影
響
の
下
で
あ
っ
て
も
（
有
効
に
）
意
欲
し
た
が
（

）、
そ
の
際
の
強
制
（co

n‑
trainte

）
が
人
間
の
抵
抗
力
の
通
常
の
尺
度
（la

m
es
u
re

ordin
aire

d
e
la

force
d
e
re
´
sista

n
ce

d
e
l'
h
o
m
m
e

）
を
超
え
た
場
合
、

（
畏
怖
の
影
響
の
下
）

を
原
因
と
し
て
（

）
行
わ
れ
た
行
為
は
有
効
で
は
な
い
と
のM

ala
u
rie

et
A
y
n
e
｀
s

（op.
cit.,

p.
2
54

[
n

o5
16]

）
の
指
摘
、
な
ら
び
に
、
脅
し
の
強
度
（l

'
inte

n
site
´

d
e
la

m
e
n
ace

）
は
、
各
個
人
に
お
い
て
存
在
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
得
る
抵
抗
力
（la

force
d
e
re
´
sista

n
ce

）
に
関
連
し
て
具
体
的
に
評
価
さ
れ
る
と
のC

arb
o
n
nier

（op.
cit.,

p.
1
9
95

[
n

o9
5
8]

）
の
指
摘
は
、
合
わ
せ
て
、
前
者
が
暴
力
（viole
n
ce

）
に
関
す
る
指
摘
で
あ
り
、
後
者
が
脅
し
（inti

m
id
atio

n

）
に
関
す

る
指
摘
で
あ
る
と
考
慮
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
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